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【授業の到達目標および概要】 

医療機関や介護施設で specialized  nutrition  support に取り組むとき、医師、薬剤

師、栄養士、看護師などが多職種横断的に活動する栄養サポートチーム（nutrition  

support team、以下ＮＳＴ）が有用であるとされている。この栄養サポートについて、そ

の理論と実践を並行して講義する。特に、hospital malnutrition に着目し、栄養不良の

患者やリスクを持った患者を抽出する方法、詳しい栄養アセスメント方法、病態別の栄養

サポート方法についてＮＳＴの各メンバーにはどのような知識が必要で、どのように行動

し、何を目標とするのかを講義する。 

【授業計画】 

① Hospital Malnutrition の解説 

② 病院における栄養療法の解説、履修者への課題の出題 

③④ 履修者が設定した架空症例に関して、医療一般に起きうる事件の解説 

⑤⑥ 履修者が立案した栄養慮法の評価と改良 

⑦⑧ まとめ 

履修者の状況に合わせて、内容は前後合併させる。 

【授業外学習】 

  栄養療法に関する文献を調べ、自らの体験などに照らし合わせて分析し、医療機関での

栄養療法の位置付けについてまとめ、レポートに織り込む。 

【成績評価の方法・基準】 

授業の出席状況とレポート提出により評価する。 
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